





























Affects of social support from significant others and resilience to
 self-denial feeling
―Approach to the self-denial feeling lurking behind the suicide―





































































































































自由度 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
F値 10.87 0.95 3.76 0.86 8.34 2.13 15.22 0.89 11.05 0.80
有意確率 0.00 ns 0.06 ns 0.01 ns 0.00 ns 0.00 ns
女性
自由度 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00
F値 1.34 0.03 5.94 0.20 1.05 0.09 2.22 1.22 1.46 0.19



































自由度 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
F値 14.20 5.91 6.49 0.88 10.73 8.06 12.94 2.44 8.89 1.05
有意確率 0.00 0.02 0.01 ns 0.00 0.01 0.00 ns 0.00 ns
女性
自由度 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00
F値 0.70 0.08 3.53 0.88 0.54 0.15 3.39 3.18 0.59 0.12





































自由度 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
F値 14.21 3.27 9.23 2.65 9.27 3.34 6.34 0.00 10.63 2.35
有意確率 0.00 ns 0.00 ns 0.00 ns 0.01 ns 0.00 ns
女性
自由度 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
F値 0.37 0.01 4.82 0.25 0.34 0.02 1.66 0.04 0.05 0.25
有意確率 ns ns 0.03 ns ns ns ns ns ns ns
（冨田・袰岩）重要他者のソーシャル・サポートとレジリエンスが自己否定感に与える影響
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⑴　仮説について
　本研究では、自殺の背景にある自己否定感の軽減という「自殺予防」に焦点を当てた。ソーシャル・
サポートとレジリエンスを軽減要因として検討を行った結果、重要他者のソーシャル・サポートとレジ
リエンスが自己否定感を軽減するという意味において、自殺予防に有効である可能性が得られた。
　女性に関しては、仮説２において下位因子で仮説が棄却されてしまう結果が得られたが、平均値に注
目すると、それらの因子でもソーシャル・サポートやレジリエンスが自己否定感軽減の可能性を持つこ
とは否定できない。女性のレジリエンスの遂行力や上昇志向の因子が自己否定感軽減要因とならなかっ
たのは、現代社会において、いまだにキャリアアップ志向が女性の中で自己の価値と結びつきにくい現
状があるためだということが考えられる。
　また女性において仮説が棄却されてしまう結果が多かったことに関しての要因として、女性の被験者
数が少なかったことが挙げられる。よって、今後は女性被験者数を増やし、再検討することが課題である。
⑵　レジリエンスにおける性差
　本研究では、レジリエンス尺度に性差が見られた。レジリエンスに男女差があったことは注目すべき
ことである。いまのレジリエンスの傾向や男女比を検討することは、今後の自己否定感以外の自殺の危
険因子の軽減を考える上でも重要なことであると考える。レジリエンスの一般的なデータと自殺につい
てとの関連についても、よく調べる必要があるだろう。
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